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事業名 事業 街路 事業 美野里町
羽鳥宿張星線 区分 主体
はとりしゅくはりほし

起終点 自：茨城県東 茨 城郡美野里町大字羽鳥 延長
ひがしいばらき ゆ う き はとり

至：茨城県東 茨 城郡美野里町大字羽鳥 ０．７km
ひがしいばらき ゆ う き はとり

事業概要
、 、 。本路線は ＪＲ常磐線羽鳥駅の南側に位置し 国道３５５号と主要地方道石岡常北線を結ぶ主要道路である

現道は幅員狭小、歩道未設置で更に踏切部においては車両の通行が出来ない状態であるため鉄道部を立体交差
させ良好な市街地形成を図るとともに地域住民の利便性の向上、交通の円滑化を目的とするものである。
Ｈ６年度事業化 Ｈ５年度都市計画決定 Ｈ７年度用地着手 Ｈ１１年度工事着手
全体事業費 約２５億円 事業進捗率 ８１％ 供用済延長 ０．２km
計画交通量 ７，８７５台／日
費用便益 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)
分析結果 １．７ 26/26億円 44/44億円 平成１５年(事業全体)

24/ 24億円 走行時間短縮便益：43/43億円事 業 費：
1.3/ 1.3億円 走行費用減少便益： 1.1/ 1.1億円(残事業)１．７ 維持管理費：

交通事故減少便益： 0.0/ 0.0億円
（※４）事業の効果等

・円滑なモビリティの確保（共用飛行場へのアクセス向上が見込まれる）
（当該線上に利便性向上が見込まれるバイパス路線が存在する）

・個性ある地域の形成（鉄道により一体的発展が阻害されている地区を解消する） 他５項目に該当
関係する地方公共団体等の意見 羽鳥宿張星線は、鉄道踏切が狭小のため
横断するのに危険を生ずることから、早期の完成を要望されている。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
百里飛行場の民間共用化に向けて国道３５５号との連絡のため本路線の必要性が高まっている。
美野里町羽鳥地内の交通量が増大した。
事業の進捗状況、残事業の内容等 一部において用地補償協議が難航し、工事着手までに長期間を
要したが、現在までに０．２kmを部分供用している。
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等 一部の地権者より代替地の要望が出され
たこと、及び事業区域内の共有地の所有権確定問題のため事業に長期間を要している。
施設の構造や工法の変更等
アスファルトコンクリートや砕石などの舗装材料に再生材を使用し、コスト縮減を図る。
対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
以上の状況を勘案すれば、当初から事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。
事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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